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第１２号議案説明資料 

芦屋市附属機関の設置に関する条例新旧対照表 

（下線部分は，改正部分）

改正案 現 行 

（設置） （設置） 

第2条 市に次のとおり附属機関を置く。 第2条 市に次のとおり附属機関を置く。 

附属

機関

の属

する

執行

機関

附属機関の

名称 

担任事務 委員定

数 

委員の構成 任期

市長 （芦屋市長等倫理審査会から芦屋市行政評価委員会までの項省

略） 

芦屋市指定

管理者選

定・評価委員

会 

芦屋市公の施設

の指定管理者の

指定手続等に関

する条例（平成1

6年芦屋市条例

第22号）第4条及

び第5条に規定

する指定管理者

の候補者の選定

並びに指定管理

者に行わせた公

諮問に

係る公

の施設

ごとに

8人以

内 

(1) 学識経験者 

(2) 諮問に係る公

の施設に関し専門

的知識を有する者

(3) 市職員 

左欄

(1)に

掲げる

者 2

年 

左欄

(2)及

び(3)

に掲げ

る者 

諮問に

附属

機関

の属

する

執行

機関

附属機関の

名称 

担任事務 委員定

数 

委員の構成 任期

市長 （芦屋市長等倫理審査会から芦屋市行政評価委員会までの項省

略） 

芦屋市指定

管理者選定

委員会 

芦屋市公の施設

の指定管理者の

指定手続等に関

する条例（平成1

6年芦屋市条例

第22号）第4条に

規定する指定管

理者の候補者の

選定に関する事

項についての審

議 

5人 (1) 学識経験者 

(2) 諮問に係る公

の施設に関し専門

的知識を有する者

左欄

(1)に

掲げる

者 2

年 

左欄 

(2)に 

掲げる

者 当

該指定

管理者

の候補

者の選
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改正案 現 行 

の施設の管理に

係る評価に関す

る事項について

の審議 

係る審

議が終

了する

までの

期間 

（芦屋市特別職報酬等審議会から芦屋市義務教育諸学校教科用図書採

択協議会までの項省略） 

定が終

了する

までの

期間

（芦屋市特別職報酬等審議会から芦屋市義務教育諸学校教科用図書採

択協議会までの項省略） 
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芦屋市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例新旧対照表 

（下線部分は，改正部分） 

改正案 現 行 

（指定管理者の候補者の選定） （指定管理者の候補者の選定） 

第4条 市長等は，前条の規定による申請があったときは，次の各号の

いずれにも該当するもののうちから最も適当と認める団体を指定管

理者の候補者として選定するものとする。 

第4条 市長等は，前条の規定による申請があったときは，次の各号の

いずれにも該当するもののうちから最も適当と認める団体を指定管

理者の候補者として選定するものとする。 

(1) 事業計画書による公の施設の運営が市民の平等利用を確保する

ことができるものであること。 

(1) 事業計画書による公の施設の運営が市民の平等利用を確保する

ことができるものであること。 

(2) 事業計画書の内容が公の施設の効用を最大限に発揮させるとと

もに，その管理経費の縮減が図られるものであること。 

(2) 事業計画書の内容が公の施設の効用を最大限に発揮させるとと

もに，その管理経費の縮減が図られるものであること。 

(3) 事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力

を有するものであること。 

(3) 事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力

を有するものであること。 

(4) 前3号に定めるもののほか，市長等が公の施設の性質又は目的に

応じて別に定める基準 

(4) 前3号に定めるもののほか，市長等が公の施設の性質又は目的に

応じて別に定める基準 

2 市長等は，前項の規定に基づき指定管理者の候補者を選定するに当

たっては，芦屋市附属機関の設置に関する条例（平成18年芦屋市条

例第5号）第2条に規定する芦屋市指定管理者選定・評価委員会に諮

るものとする。 

2 市長等は，前項の規定に基づき指定管理者の候補者を選定するに当

たっては，芦屋市附属機関の設置に関する条例（平成18年芦屋市条

例第5号）第2条に規定する芦屋市指定管理者選定委員会に諮るもの

とする。 

（公募によらない指定管理者の候補者の選定） （公募によらない指定管理者の候補者の選定） 

第5条 市長等は，次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，第

2条の規定による公募によらず指定管理者の候補者を選定すること

ができる。 

第5条 市長等は，次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，第

2条の規定による公募によらず指定管理者の候補者を選定すること

ができる。 

(1) 当該施設の性格，規模及び機能により公募することが適さないと

認められるとき。 

(1) 当該施設の性格，規模及び機能により公募することが適さないと

認められるとき。 
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改正案 現 行 

(2) 公募に対し，申請がないとき。 (2) 公募に対し，申請がないとき。 

(3) 第3条の規定による申請をした団体に前条の規定に該当するもの

がないとき。 

(3) 第3条の規定による申請をした団体に前条の規定に該当するもの

がないとき。 

(4) 指定管理者の候補者に選定された団体を指定することが不可能

となり，又は著しく不適当と認められる事情が生じたとき。 

(4) 指定管理者の候補者に選定された団体を指定することが不可能

となり，又は著しく不適当と認められる事情が生じたとき。 

(5) 指定管理者の指定を受けた団体が第7条の協定を締結しないと

き。 

(5) 指定管理者の指定を受けた団体が第7条の協定を締結しないと

き。 

2 前条第2項の規定は，前項の規定に基づく指定管理者の候補者の選

定について準用する。 

芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例新旧対照表 

（下線部分は，改正部分） 

改正案 現 行 

別表（第2条関係） 別表（第2条関係） 

区分 支給単位 報酬額（円） 旅費の額 

（芦屋市教育委員会から芦屋市行政評価委員会までの項省略） 

芦屋市指定管理者選

定・評価委員会 

委員長 日額 13,500  

委員 日額 11,200

（芦屋市総合計画審議会からその他の特別職の職員までの項省略）

区分 支給単位 報酬額（円） 旅費の額 

（芦屋市教育委員会から芦屋市行政評価委員会までの項省略） 

芦屋市指定管理者選

定委員会 

委員長 日額 13,500  

委員 日額 11,200

（芦屋市総合計画審議会からその他の特別職の職員までの項省略） 

備考 （省略） 備考 （省略） 


